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Summary 
This study aims to analyze the changes in the family law system and in the structure of the mass 
consciousness regarding women’s emancipation. This emancipation was held against the background of the 
Soviet state’s anti-religious activity. The study focuses on the period from the October Revolution in 1917 to 
period of great changes in family policy which started in 1936.  
It was found that almost all implemented family laws demonstrated both the state’s intention for 
emancipating Soviet women and for gradually decreasing the power of religious institutions in Soviet society. 
Thus, family policy played a crucial role in changing the social order of pre-revolutionary Russia, which was 
based on patriarchal gender values. These values had been formed by the Russian Orthodox Church and had 
had a significant influence on family for many centuries.   
  Among the various tools of transforming mass consciousness, this study focuses on Soviet posters. They 
conveyed normative images manifesting how Soviet men or women should behave in the new socialistic order. 
This order was supposed to be gender-equal. The anti-religious theme was confirmed by the interpretation of 
the posters through analysis with applied methods of visual sociology. 
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Ⅰ はじめに
1. 研究の背景と問題提起  
20世紀のロシア史において明確に区分できる段階は
3 つある. 第 1 段階は 1917 年の革命までの帝政ロシ
ア時代である. それから 70 年以上の期間にわたって
社会主義の発想を実現しようとしたソビエトロシア
時代である. その後, 3 つ目の段階が始まる. すなわ































本稿は, 社会政策の一部を構成する家族政策注  1）に焦
点を当て , ソビエト社会主義下で女性解放を目標と
した家族政策を考察する. そのために, まずは家族法
の特徴を踏まえ，ソ連の時期を 3 つの段階に分ける. 
それは，第 1 段階の 1917-1936 年， 第 2 段階の
1936-1954 年 と第 3 段階の 1954-1991 年である．家
族制度やジェンダーの変化を論じる場合に , ソ連期
































































































































本稿は序論と結論, そして 4 章の本論から成り立っ
ている. 



































日本側から所道彦 22)とロシア側から Ж. Чернова1)の
家族政策論を使用する. 
 家族政策には目的, 種類, 外見と手段 22)がある．そ










 家族政策の外見は，所道彦と Ж. Чернова1)が家族


















して理解する. Ж. Чернова の家族政策の定義のとこ
ろでは，変革のアクターとして政府が位置づけられて



























ビジュアル社会学の多くのアプローチの中注 1 0）で, 
特に R. Barthes28)の Operator（写真を撮る人） , 
Spectrum（映っているもの）と Spectator（写真を見
る人）の概念を取り上げる. R. Barthes が写真を中心
にし，内容を考察していた時にその 3 つを使った. 
つまり本稿のポスター考察でも R. Barthes の概念
を援用する．Operator はポスター作成者および発注

























の利用には 2 つの理由がある. 第一に，セルゴ氏によ
って収集されたポスターは多くの書籍や記事で使用
されていること注 1 2）である. 第二に, ポスターがきち

















物を発行した 1979 年の А.Г. Харчев の主張と, ソ連
崩壊後の 1994 年の論文 13)の主張とは異なっている. 
具体的にいえば, 70 年代の論文においてはソ連期の








 現代の家族学者 А.И. Антонов8)はソ連期の家族を









































ている. 例えば, 子どもの問題 35)や農民家族の在り様
の歴史上の変貌 16)や当時のソ連の地域別の特徴を踏











































は青年を指している. コムソモールは 1918年 10 月に
創立された組織である. 






したりしていた. А.А. Слезин の他に, 若者と宗教の
関連と対 立 に関する 研 究がある . それは А.В. 
Баланцев43), М.А. Лукин44)と А.Э. Скоропад45)であ
る. 










能していた . ロシアの研究者の Н. Лебина, П. 















上述した А.А. Слезин41-42)は, コムソモールと若者
の 様 々 な 運 動 の 役 割 を 強 調 し て い る . W.Z. 
Goldman40), Н. Лебина, П. Романов, Е. 
Ярская-Смирнова33), Ф.Н. Козлов46)は「女性部」を
強 調 す る . 一 方 で , Т.Ю. Дашкова50), А.А. 
Днепровская51)は女性専用の新聞や雑誌において女
性のビジュアルのイメージに特別な役割があること




























































 まずは, 当時の家族政策の目的に関して考える． 
上述したように，所道彦によれば，家族政策には「家
族のウェルビーイングに寄与する政策」と「国家の利

































は常に経済的な資源不足に直面していた. 例えば, Н. 
Лебина, П. Романов, Е. Ярская-Смирнова による
と , 女性解放が実際に起こるために必要な資源不足
問題が十分に考察されていないという課題があった
33). そのため, ソビエト政府は特に 1920 年代は扶養
料など多数の給付の担い手を男性の責任とした 36). 
規制として法的手段で, 当時は 1936 年の法律まで
家族政策が相対的に「自由主義」のものだった. なぜ





























日本とロシアの論文注  1 5）ではほとんど試みられていな
い. 
 
表 1 家族をめぐる法律の概要 








1918 年 2 月 「国家と教会の分離 ,学校と教
会の分離に関する」布告 






1920 年 人工妊娠中絶の公式的な承認 
1924.01.31 日 ソビエト社会主義共和国連邦憲
法 











































表 1 の区分は次のとおりである. 本稿の対象である
第 1 の段階(1917-36)はソ連における初期の社会主義
下の「自由恋愛」であり「家族死滅論」ともされてい
る. 第 2 の段階(1936-54)は政策がより厳しくなり「家




 新しい社会主義の社会を構築すると同時に , 女性
を経済的に自立させ，生活の負担から解放するという
課題があった. しかし, 大きな妨げの要因となる宗教




に策定した法律である. 革命の翌月（1917 年 12 月 18
日と 19 日）にソビエト政府は結婚と離婚の手続きを
身分登録機関に委託した. 翌年は，布告の内容をより





日本, ロシア, そして欧米の研究においても, その
布告と家族法の評価がなされている. 河本和子は W. 










М. Антокольская29)と О.А. Хасбулатова31)の主張に
よっても当時の政権が激しい反宗教の活動を行って
いたことが分かる. 
 Т.А. Гурко5)と С.Г. Айвазова3)は 1918 年の憲法に
おいて法律上で男女平等を謳った国はソビエト国家
が世界初だったと指摘している. 
 第二に，1917-18 年の家族をめぐる法律に加え, 政
府が正式に国家と教会との分離を発表した. 1918 年
のロシア・ソビエト連邦社会主義共和国の憲法は国家









 第三に，1922 年以降の取り組みを見てみる. ソビエ
ト社会主義共和国連邦が 1922 年に創立され, 1924 年




 その一方では, 1926 年は家族に対する意義深い法
律ができた. それは第 1 の段階の法律におけるヒエラ
ルキーで頂点の位置を占めると言えるもので, 「婚姻, 
家族および後見に関する法典」である. 河本和子 36)
と М. Антокольская29)によると, その法典の主たる
原則は次の家族法典の策定（1968 年）まで通用して
いた. 第一に, 事実婚が合法化されたこと, 第二に，
結婚後共に蓄積した財産は夫婦の共有のものとして






























1), 1925 年(図 2)と 1930 年(図 3)の 3 枚のポスターを
挙げ，考察を進める.  
以下の 3 枚に絞った理由は，この 3 枚が第一に，3
つの大都市で印刷された．それはモスクワ市，レニン






なもの注  1 7）だったが, 直接か間接か反宗教を反映する






まずは, 以下の図 1 の Л.В. Саянский の作品を検









図 1  Саянский Л. В.『ソビエト秩序は, ある人に





























ド市で 30,000 枚作成されたものである. なお，ポス
ターの作者は不明である. 
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図 3 Магидсон А.,『識字率向上のための闘争は
社会主義のための闘争だ』(1930) 
 
(出所) : URL 
http://redavantgarde.com/collection/show-collection
/1759-a-fight-for-literacy---a-fight-for-socialism-.ht
















 そして, 男女とも無色彩で描かれているのは, 間接
的に社会と経済的なジェンダー平等の発想を意味し
ていると解釈できる. 主たる Spectator になるはずな
のは, 農民の女性・男性と筆者は考えている. なぜな
ら , 当時の社会と経済的な状況を踏まえておくと , 



















































































注 2)  М. Рабжаева は第 2 の段階を 1930 初頭以降と設定
する . М. Антокольская は 1917-1926, 1926-1969, 
1969-1995 と分かつ. また, 研究の焦点次第で段階の分
別のやり方とその詳細さの度合いが多少異なることも
ある. 例えば, 本稿で提案する第 1 の段階を村知稔三が
細かく 3 つの段階（1917-1921, 1921-1924, 1924-1928）
に分ける . 家族の社会学の歴史的な展開を説明する Г. 
Соколоваは 1920 年初頭以降で 50 年代まで, そして 50
年代半ばから現代までと指摘している (Антонов А.: 
2007, 123). 




を 5 つのグループに分け整理した . 塩川伸明  (1994, 
226)と村知俊三 (2005, 32)が「家族関係の解体」か「家
族の解体」の概念の表記を使用している.  
注 4) 例えば, 男女間の関係において経済的で合理的な意図
が絡まない「自由恋愛」の原則を謳った А. Коллонтай
と И. Армандの発想である. 日本で, 例えば森下(1981)
がそれに関して研究する. 
注 5) ロシア正教が定着したのは 990 年とされている. 
注 6) 例えば, 「女性の文化の革命」に関して述べていた
Соловьев Н.Я.: Семья в советском обществе, М.: 
Госполитиздат (1962)を参考されたい． 
注 7) 正式に「家族政策」概念が 1990 年代の半ばごろ導入
された．しかし，家族政策論でソ連期における家族に対
する取り組みや法律などを家族政策として位置づける
研 究 が あ る ． 例 え ば ，Ж. Чернова (2012) や  М. 
Рабжаева (2004)などである． 
注 8) より詳しくは所道彦の 2012 年の『福祉国家と家族政
策―イギリスの子育て支援策の展開』を参考されたい.  
注 9) ただし, Ж. Чернова はその前の文において家族のウ
ェルビーイングの目的の達成のための家族政策のアク




注 10) 欧米には H.S. Becker (2010), D. Harper (1988), J. 
Wagner (2002) の 研 究 が あ る . ロ シ ア で は О.В. 
Сергеева(2008), М.В. Семина, А.О. Ганжа (2008), 
Н.Ю. Захарова (2008)などの研究である. 日本では後
藤範章(2012), 松尾浩一郎(2004)などである. 
注 11) http://old.redavantgarde.com を参考されたい. 
注 12) 例えば , Русский революционный плакат. Из 
коллекции Серго Григоряна, Контакт культура 
(2013); Морозов А. Советский политический плакат. 
Библиографический указатель, Агит-Окна, Окна 
ТАСС, 1941-1945. Контакт-культура (2013)などであ
る. 




言葉である. 換言すれば, 共産主義の社会が実現すれば, 
家族と政府制度が死滅し, ソビエト人が生活共同体で生
活をする発想である.  
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要旨：本研究の目的はソビエト期の 1917-1936 年の家族政策に焦点を当てることで , 反宗教活動を背景とし




る試みがあった . 一方で政府はまた , 女性を解放させる法律と布告を発布することで，教会の勢力を弱めよう
とした . 
そしてソビエト政府には，女性の解放を目指すと同時に労働階級の男女の自由と平等といった新しい共産
主義の価値観を社会意に導入し確定する意図があった．その意図は，ビジュアル社会学の方法を用い，当時
のポスターの分析を行うことで確認できた . 
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